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ナイスネットワーク
私たちは、新しい技術・情報を生かしレベル
アップに努めます

ナイスアーバンワーク
私たちは、都市と文化を考えた
新しい街づくりを目指します

ナイスライフワーク
私たちは、生きがい・働きがいのある

人生を構築していきます

ナイスワークナイスワーク
Nice communicatioNNice communicatioN
ナイスワーク

Nice communicatioN
私たちは、最新技術と柔軟なココロで
人と社会にナイスワークの「WA」を広げ
豊かな環境づくりにチャレンジします

私たちは、最新技術と柔軟なココロで
人と社会にナイスワークの「WA」を広げ
豊かな環境づくりにチャレンジします

2.飢餓をゼロに
飢餓を終わらせ、食糧安全保障および栄養
改善を実現し、持続可能な農業を促進する

1.貧困をなくそう
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わ
らせる

3.すべての人に健康と福祉を
あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を促進する

6.安全な水とトイレを世界中に
すべての人々の水と衛生の利用可能性と持
続可能な管理を確保する

5.ジェンダー平等を実現しよう
ジェンダー平等を達成し、すべての女性およ
び女児の能力強化を行う

4.質の高い教育をみんなに
すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教
育を確保し生涯学習の機会を促進する

9. 産業と技術革新の基盤をつくろう
強靭なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産
業化の促進及びイノベーションの推進を図る

8. 働きがいも経済成長も
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての
人々の完全かつ生産的雇用と働きがいのある
人間らしい雇用を促進する

7.エネルギーをみんなに、
そしてクリーンに

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可
能な近代的エネルギーへのアクセスを確保
する

12.つくる責任、つかう責任
持続可能な生産消費形態を確保する

11. 住み続けられるまちづくりを
包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続
可能な都市および人間居住を実現する

10.人や国の不平等をなくそう
各国内および各国間の不平等を是正する

陸の豊かさも守ろう15.
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推
進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、並
びに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性
の損失を阻止する

14. 海の豊かさを守ろう
持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全
し、持続可能な形で利用する

ナイスフットワーク
私たちは、知恵を出し、お客様が
真に望まれる仕事に励みます

ナイスアースワーク
私たちは、地球環境を大切にして社会に誇れる仕事をします

ナイスハートワーク

13.気候変動に具体的な対策を
気候変動及びその影響を軽減するための緊急
対策を講じる

17. パートナーシップで目標を
達成しよう

持続可能な開発のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する

16. 平和と公正をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会
を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを
提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明
責任のある包摂的な制度を構築する

ナイスワーク・ナイスコミュニケーション
人と結ぶ、人を結ぶ技術と心…すべてはここから始まり、ここに至る

私たちは、良いパートナーシップを育み明るい社風を創ります
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報告書について
対象組織　奥村組土木興業株式会社 [一部関係会社を含む ]　　
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　　　　　[一部対象年度前後の活動を含む ]
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お問い合わせ先     
この報告書に関するご意見・お問い合わせは下記の部門で承っております
総務部 TEL.06-6572-5273  FAX.06-6575-0752　webmaster@okumuradbk.co.jp
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　私たち奥村組土木興業は、1920年の創業以来、「事業を通じて社会に奉仕する」ことを念願し、国土発展のた

めに、建材事業、ガス･土木･建築工事、リサイクル事業と幅広い分野の仕事に取り組んでまいりました。

　その思いは、「ナイスワーク･ナイスコミュニケーション」の経営理念に形を変え、6つの「ナイスワークスピリット」

を実践することで、人と社会･自然とのコミュニケーションを大切にした豊かな環境づくりを念頭に企業活動を

展開してまいりました。

　当社は2020年に創業100周年を迎えましたが、私たち建設業への期待は、国土強靭化、防災・減災への

取組み、老朽化した社会基盤の再構築、環境保全、地域社会の安全安心の担い手など、広範囲で多岐にわたる

ものへと変わりました。そして、それに伴って、私たちは従来よりも多くの関係者の皆様とのつながりを与えてい

ただきました。これからの時代、私たちは、その一つひとつを大切にして真摯に向き合い、奥村組土木興業の

社会的責任を果たしていく所存です。

　100周年を一つの区切りに、私たちは、「イノベーション(技術革新)への挑戦」をテーマに掲げ、新たなス

テージに向けて踏み出しました。DX(デジタルトランスフォーメーション)への取組みを強化し、それぞれの分野

で10年後、20年後を見据えた生産性向上と新技術の導入、新しい仕事の進め方に挑戦してまいります。

　社会のプレーヤーとして絶対不可欠であるコンプライアンスを、会社として間違いなく遵守できるように、過

去の事例を教訓に、社内の教育を徹底し、高い技術者倫理と責任感を持った社員を育成すると同時に、公明･

公平な企業風土の構築と仕組みづくりに引き続き尽力いたします。

　2015年に国連で採択された「持続可能な開発目標(SDGs)」は、「誰一人取り残さない」持続可能でよりよ

い社会の実現を目指す目標であり、私たち奥村組土木興業はその理念に賛同するものです。また、私たちの経

営理念である6つのナイスワークスピリットをSDGsのゴールに積極的にシンクロさせて企業活動をすること

で、持続可能な社会の実現に貢献できると考えております。

　環境に関連する活動では、CO2削減、環境負荷低減と「循環型社会」の形成への取組みを中心に進めてまい

りましたが、新たに、セメントを全く使用せずCO2排出量を90％以上削減できる「ゼロセメント･コンクリート」

(スラグ固化体)を開発し、環境配慮型コンクリートとして実用化を目指しているところです。

　このほか多くの社会的課題や時代の要請に真摯に向き合い、解決に向けて企業活動を推進することこそが、

社会的な信用を高め、奥村組土木興業の企業価値を高めることだと考えております。

　関係の皆様には、本報告書を通じて当社の姿勢と取組みをご理解いただき、忌憚のないご意見を賜りますよ

う、お願い申し上げます。                        

人や社会とのつながりを大切にして、

社会的責任を果たす

奥村安正

2025年7月

奥村組土木興業株式会社
取締役社長

トップメッセージ
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自然環境を大切にした基幹施設(インフラストラクチャー)
づくりを通じて豊かな環境を整え、社会に誇れる仕事をし
ます。建設業は創造と破壊の二面性を持っています。地球
環境時代にふさわしい企業になるために、常に環境保全や
快適環境づくりに努めます。活動を通じて新しい価値を創
造し、社会の期待に応えたいという想いが、自分たちの仕
事に誇りを持つ原動力です。

地域と社会「私たちは、地球環境を大切にして
社会に誇れる仕事をします」

ナイスアースワーク

行動規範「ナイスワークスピリット」 テーマ 解　説

人間尊重の考え方を基本に、まずは自分自身が社会生活
を通じて人生の夢を実現し、叶った夢を社会や外部の方々
に仕事を通じて提供していきます。自身の成長や自己実現
によって、働きがいや生きがいといった心の豊かさを追求
します。

生きがいと
働きがい「私たちは、生きがい・働きがいのあ

る人生を構築していきます」

ナイスライフワーク

どのような仕事でも何らかのかたちで誰かと共に行っている
はずです。自分自身を成長させていくためにも、良いパート
ナーシップを育み、社内外の人々にコミュニケーションの
「WA」を広げ、オクムラらしさを発揮して明るい社風を創り
ます。

ココロと
仕事「私たちは、良いパートナーシップを

育み明るい社風を創ります」

ナイスハートワーク

知恵を出してお客様が真に望まれるものを的確につかみ、
人、物、時間を有効に使い、経済を俯瞰して適正に行動する
ことにより、お客様に、「さすがはオクムラの仕事」と満足し
ていただけるように努力します。

流通と行動「私たちは、知恵を出し、お客様が
真に望まれる仕事に励みます」

ナイスフットワーク

新しい技術と情報を仕事に活かしてレベルアップを心掛
け、的確なマーケティング戦略に基づいて新しい方法を追
及する「チャレンジ精神」を大切にします。

技術と情報「私たちは、新しい技術・情報を生
かしレベルアップに努めます」

ナイスネットワーク

人々が楽しく快適に過ごせる環境づくりのために、培ってき
た技術・経験を活かし、多様化する価値観の集まる都市、価
値観の変化を映す文化を考えた質の高い仕事をします。

都市と文化「私たちは、都市と文化を考えた新
しい街づくりを目指します」

ナイスアーバンワーク

関連するSDGs

奥村組土木興業は経営理念に基づきSDGｓ達成に取り組みます。
経営理念とSDGｓ

1993年のＣI（コーポレートアイデンティティ）設定に伴い、当社の経営理念「ナイスワーク・ナイスコミュニケーション」と、6つ
の行動規範「ナイスワークスピリット」が定められ、それ以来約30年間、社員一人ひとりが、これらの理念に基づき、日々業務に
携わってきました。
当社では、事業活動をＳＤＧｓのゴールと関連付け、「ナイスアースワーク」「ナイスアーバンワーク」「ナイスライフワーク」「ナイス
ハートワーク」「ナイスフットワーク」「ナイスネットワーク」の6つの行動規範に基づきＳＤＧｓ達成に取り組んでいます。

4



環境開発本部（土木・建築事業）
道路・橋梁・トンネル・河川・海上・上下水道・港湾・舗装・鉄道・耐震補強工事などの幅広い分野で国土開発に大きく貢献
する一方、ビル、マンションなどの建築工事も手掛け、より快適な空間・住まいを創造しています。

当社のまちづくり
私たちは100年以上にわたる経験と培ってきた技術やノウハウを基に、土木・建築
事業をはじめ、ガス・設備・舗装事業、建設資材の製造販売、環境リサイクル
事業を通じて人々の暮らしを豊かにする「まちづくり」に貢献しています。

Ｒ５圏央道多古地区改良その１7工事 発注者：国土交通省関東地方整備局土工
首都圏中央連絡自動車道 柳橋高架橋（下部工）工事 発注者：東日本高速道路㈱橋梁下部工
福知山事務所管内（特定更新等）盛土補強工事（令和３年度） 発注者：西日本高速道路㈱盛土補強
令和４年度新海面処分場Dブロック南側護岸建設工事 発注者：東京都港湾局護岸工
令和６年度皇居外苑馬場先作業構台撤去工事 発注者：環境省自然環境局公園工事

新宮紀宝道路成川地区他舗装工事 発注者：国土交通省近畿地方整備局舗装

(仮称)大阪市住吉区南住吉1丁目新築工事 発注者：建築

令和５年度湖陵多伎道路久村地区第２舗装工事舗装
福崎高速道路事務所管内(特定更新等)舗装補修工事（令和４年度） 発注者：舗装
(仮称)神戸市兵庫区出在家町2丁目新築工事 発注者：

エスリード㈱

西日本高速道路㈱
発注者：国土交通省中国地方整備局

エスリード㈱建築

①

①① ②①

②
③

③③

④
⑤ ⑩

②

⑦
⑧
⑨

⑥

⑥

④

⑩

⑦

⑤

⑧ ⑨

⑥

④

⑩

⑦

⑤

⑧ ⑨
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ＬＧ本部（ガス・設備・舗装事業）
　私たちの生活に欠かせないガス・電気・水道・電話などのライフラインの構築と保守にかかわる事業を行っ
ています。ガス本支供給管工事、維持・保全業務、ガス内管工事、住宅設備機器工事、空調設備工事、太陽光
発電設備工事、舗装本復旧工事などで、エネルギーを安定して供給するための最新技術と万全の施工体制に
よりお客様の要望にお応えし、社会基盤の整備に貢献しています。

プロダクト本部（建設資材の製造販売・環境リサイクル事業）
　官公庁やゼネコン、一般建設会社など幅広いお客様に対して「砕石・骨材の販売」、「アスファルト合材の製
造販売」、「建設副産物の再資源化処理」という主に3つの事業を展開しています。特に建設発生土やアス
ファルト・コンクリート廃材などの建設副産物を資源として再利用する事業は、資源の有効活用、環境保全の
理念に基づいて「循環型社会」の形成を推進し、持続可能な社会の実現に貢献しています。

ガス供給施設保守点検ガス供給施設保守点検 建物内ガス配管工事建物内ガス配管工事

舗装復旧工事舗装復旧工事 エネファーム（家庭用燃料電池）設置工事エネファーム（家庭用燃料電池）設置工事 太陽光発電パネル設置工事太陽光発電パネル設置工事

ガス供給施設保守点検 建物内ガス配管工事 ガス管入替工事（非開削）ガス管入替工事（非開削）ガス管入替工事（非開削）

安威川ダムへの骨材供給安威川ダムへの骨材供給安威川ダムへの骨材供給 骨材運搬用ガット船「とこわか」 SR工場（建設発生土のリサイクル）

舗装復旧工事 エネファーム（家庭用燃料電池）設置工事 太陽光発電パネル設置工事
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建設資材建設資材
（アスファルト）の（アスファルト）の

再　生再　生

建設資材
（アスファルト）の

再　生

循環型社会の形成に貢献

建設資材を建設資材を
つくるつくる

建設資材を
つくる

アスファルト廃材をアスファルト廃材を
砕く砕く

アスファルト廃材を
砕く

老朽化した老朽化した
アスファルトをアスファルトを
剥す・削る剥す・削る

老朽化した
アスファルトを
剥す・削る

工事に使用する工事に使用する工事に使用する

7

当社では、3Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を実践して、循環型社会の形成に貢献しています。
「建設資材の製造」、「建設工事」、「建設リサイクル」のすべてに取り組んでおり、当社で製造したアスファルト混合物
を高速道路やガス管工事跡の舗装工事に使用する一方で、アスファルト舗装のリニューアル工事で発生するアス
ファルト廃材をアスファルト混合物の材料として再生しています。
コンクリート廃材についても同様に、取壊しから破砕、再生砕石の生産までを行い、再資源化に取り組んでいます。
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　CO2の排出量を削減するコンクリートとして、セメントを全く使用しない「ゼ
ロセメント・コンクリート」を開発し、実用化に向けて検討を重ねています。
　ゼロセメント・コンクリートは、産業副産物である鉄鋼スラグを、骨材や結合
材に使用しているため、一般的なコンクリートと比較してCO2排出量を90%以
上削減できます。またリサイクルによる資源の有効利用や、天然資源の保護に
も貢献します。
　2023度から、一般社団法人全国道の駅連絡会と連携し、全国5ヵ所の道の
駅でゼロセメント・コンクリートによる舗装工事の実証試験を行っています。

ゼロセメント・コンクリートの開発

CO2排出量を削減した実施事例
低燃費型建設機械の使用 太陽光発電システムの設置

ナイスアースワーク
ＣＯ２排出量削減、資源の有効利用等、地球環境に配慮した事業活動を行い、持続可能な社会の
実現を目指します。

地球環境のために

ハイブリッドバックホウ導入
【堺リサイクル工場】

塚口宝来寮　太陽電池パネル設置状況

施工現場：道の駅美山ふれあい広場
　　　　　（PR看板設置）

施工現場：道の駅はなまき西南

施工現場：道の駅美山ふれあい広場

施工現場：道の駅はなまき西南（施工1年後）

海水で混練

ゼロセメント・コンクリート

製鋼スラグ 高炉スラグ細骨材 高炉スラグ微粉末
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　2024年度も各事業所において省エネ、節
電に努めました。「節電と暑さ対策」を同時に
進めるため、クールビズ期間の設定（5月1日
～10月20日）を行いました。特に本社ビルで
は、不要な空調、照明、各種機器の電源を切
るなどの「強制的に消す・止める」活動を継続
しています。
　右記のグラフは、本社における過去8年間
のエネルギー使用量の経過を示したもので
す。2017年度からは、ガスによるエアコンの
室外機を小型発電機搭載型のＧＨＰ（ガス
ヒートポンプエアコン）に変更したことで、節
電とガスの使用量削減につながり、その後は
ほぼ安定しています。
　また、本社ビル、ナイスワークビル、京都支
店、神戸支店では、蛍光灯をＬＥＤ照明に取り
換えました。
　水道は横ばい傾向であったものが、2019
年度から増加しています。その原因のひとつ
は、植栽の水枯れ防止のために自動散水を
始めたことです。

事務所における省エネ対策

Ⅱ．2017年～2024年　ガス量（単位：㎥）

Ⅰ．2017年～2024年　電力量（単位：kw）

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

2017年 2018年 2019年

33,89733,89732,56532,565

Ⅲ．2017年～2024年　水道量（単位：㎥）

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

2017年 2018年

216,207

2017年 2018年

4,1604,160

47,71147,711

226,373

4,0564,056

2019年

220,981

2019年

6,1526,152

　本社において、シュレッダーの代わ
りに機密書類回収ボックスを設置して
います。シュレッダーと異なり電力が
不要で、回収された紙は、溶解処理を
してリサイクルすることができます。

機密書類回収ボックスの設置 環境にやさしい循環型スキーム

溶解処理場搬入後、即時溶解処理「溶解証明書」発行
板紙に
リサイクル

施錠付きBOX BOX設置 トラックによる回収・運搬

2020年

227,994227,994

2020年

38,06938,069

2020年

5,5615,5615,561 5,3425,3425,5615,561

2021年

5,3425,342

2021年

224,574224,574

2021年

38,07238,072

2022年

220,852220,852

2022年

41,51741,517

2022年

5,2225,2225,2225,222

2023年

208,794208,794

2024年

40,38740,387

2023年

37,43337,43337,43337,43337,433

2023年

5,3225,3225,3225,322

2024年

5,4215,4215,4215,421

2024年

211,860211,860

　地球温暖化対策推進法に基づく地球温暖化対策計画で
は、日本は2035年度、2040年度において、温室効果ガスを
2013年度からそれぞれ60％、73％削減することを目指すとし
ています。当社もその目標に資するべく建設工事に伴うCO2
排出量削減に取り組み、ここ数年の排出状況においても
2013年から約60％のCO2排出量削減を達成しています。こ
れも、職員ならびに協力会社作業員に対する啓蒙活動や省エ
ネ重機等の使用、施工現場のDX化に積極的に取り組んでき
たことによるものです。今後もより一層のCO2排出量削減に
取り組み、社会的責任を果たしてまいります。

建設工事に伴うＣＯ２排出量削減への取組み

0

原単位排出量の推移(ｔ-CO₂/億円)

10

20

30

40

50

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

25.7
34.0

（環境開発本部管轄全国主要工事における概算値）

2024年度

24.5
35.732.8
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一般廃棄物から製造した溶融スラグの有効利用
　家庭から排出される“ごみ”(一般廃棄物) を安定的、経済的、衛生的かつ安全に処
理するため、溶融処理施設が全国で建設されています。焼却灰等を1300度以上の
高温で溶融して冷却し、固化したものは、「溶融スラグ」と呼ばれています。
　当社は、一般廃棄物の溶融処理施設を運営する「㈱堺クリーンシステム」にＳＰＣ構
成会社として参加するとともに、ここで製造した「溶融スラグ」をアスファルト混合物
用の細骨材等の建設資材として活用しています。

環境に優しいガラス砂を販売
　天然砂の代替品として利用できるガラス砂「商品名：クリスタルストーン・サンド」を販売しています。
　ガラス砂とは、廃棄物として処分されていた色付廃ガラスびんを破砕からエッジレス加工（角取り）し製造したものです。
エッジレス加工がされることで、ガラスの持つ鋭利な角はすべて削りとられているので安全・安心な素材です。公益財団法人
日本環境協会のエコマーク商品であり、大阪府と奈良県のリサイクル認定商品にもなっています。
 製品について
・ガラス質のため吸水が少なく、現場施工中に突然の降雨等があっても水分の影響を受けにくい性状です。
・ガラス砂はびんの色である緑色系のため、地下埋設物周辺の埋戻し材として使用した場合、数年後の再施工時に、そこに埋
設物があることを示せるため、注意喚起になります。
・トンネル工事で使用した際に、天然砂より粉塵が少ないと作業員から好評でした。

　砕石生産事業は、私たちの日常生活や産業活動に必要な建
物や道路などをつくるために不可欠な材料を供給するという
大切な使命を担っておりますが、一方で自然破壊を伴います。
当社では、自然環境保護、景観保全の観点から、山をもとの姿
にもどす責任があり、採石場跡地の緑化を行ってきました。
　1949年から1993年まで40年以上岩石を採取し、鉄道の道
床バラストや道路用路盤砕石の生産、関西国際空港への土砂
供給を行った兵庫県姫路沖の「家島採石場跡地」では、植樹の
効果が現れ、緑の山へと回復しつつあります。

採石場跡地の緑化

家島採石場跡地の緑化のり面

ガラス砂 「大阪府営新金岡外構整備工事」における納入状況 「一般国道 168号阪本トンネル工事」における納入状況

溶融物の資源化

スラグ メタル

カウンターウェイト道路拡張用材

溶融飛灰

焼却灰

不燃残

粗大ごみクレーン

排出コンベヤ

ごみクレーン

燃焼空気
送風機

除じん器

ガス化ガス化
溶融炉溶融炉
ガス化
溶融炉

水砕ピット

窒素発生装置

酸素発生装置

押込送風機

スラグ
ストック
ヤード

メタル
ストック
ヤード

磁選機

ごみ投入ホッパ

ごみ計量機

破砕機

粗大ごみ
ダンピング
ボックス

ダンピング
ボックス

粗大ごみ粗大ごみ
ピットピット
粗大ごみ
ピット

ごみピット

プラットホームプラットホームプラットホーム

プラットホーム

石灰石
ホッパ

コークス
ホッパ

副資材搬送コンベヤ

従来方式 直接溶融資源化システム

粗大ごみ

生活ごみ
事業系ごみ
環境美化ごみ

溶融物

溶接物処理設備溶接物処理設備溶接物処理設備

受入供給設備受入供給設備受入供給設備
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大阪モノレール支柱建設工事(桑才新町工区)

工事を通して、堅固な社会基盤の整備に貢献しています

　大阪モノレールの延伸事業は、広域的な鉄道ネットワーク機能の強化と沿線地域の活性化を目的に、2033年度の開業
を目指して推進されています。延伸区間は、現在の終点である門真市駅から近鉄奈良線に新設される瓜生堂駅までのおよ
そ9kmです。この事業により、大阪都心部から放射状に形成された鉄道４路線と新たに環状方向に結ばれ、現在の営業区
間と合わせて10路線と接続される予定です。
　当社はこの延伸事業のうち、門真市駅～門真南駅(仮称)間の約566ｍの区間で、軌道桁の橋脚を21基構築する工事に携
わりました。
　当工事では、着工前のボーリング調査で、支柱基礎の支持層が想定よりも深いことが判明したため、全区間で再設計を行
うことになりました。これにより大幅な工程遅延が懸念されましたが、設計・照査・発注が連携してスムーズに行えるよう
に、スケジュールを管理する体制を整備することによって、遅延を最小限に抑えることができました。また、支柱の構造が複
雑であることから、鉄筋が過密になっていることも工事を進めるうえでの課題となりました。これについては、3次元の配筋
モデル（CIMモデル）を作成し、作業前に鉄筋加工形状の確認や組立シミュレーションを実施することによって、鉄筋の干
渉等による不具合の発生を避けることができました。
　以上の対策を実施した結果、大きな問題もなく無事に完工を迎えることができ、利便性向上につながる鉄道ネットワーク
機能の強化に貢献することができました。

大阪モノレールの延伸工事で鉄道ネットワーク機能の強化に貢献

【主要工種】

施工状況 (鉄筋組立 )施工状況 (既製杭工 )

AR( 拡張現実 )技術を活用した完成予想完成

・RC橋脚基礎工(RC橋脚)　21基
・既製杭工(鋼管ソイルセメント杭)　φ1,100/900L=17m～31.5m　134本　
・RC橋脚躯体工　1式　・コンクリート　3,700㎥　・鉄筋　759t
・アンカーケース　64基　・配水装置工(排水VP管)　 1式
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　エネファームとは天然ガスから水素を取り出し、空気中の酸素と反応させて電気をつくるとともに、その際に発生する熱
を給湯や暖房に利用する環境や家計にやさしい家庭用燃料電池コージェネレーションシステムのことです。
　このエネファームと太陽光発電の「ダブル発電」は、エネファームで発電した電気を優先して使用し、不足分は太陽光で補
う仕組みになっており、余った電気は売電できるメリットもあります。
　そのため、光熱費について従来システムと比較した場合、エネファーム単体でも約60％削減できますが、「ダブル発電」
では約75％の削減が可能です。
　また、環境面でも優れており、エネファーム単体でも、年間の一次エネルギー消費量は約30％、ＣＯ2排出量は約40％削
減できますが、「ダブル発電」では、一次エネルギー消費量は約70％、ＣＯ2排出量は約90％の削減が可能です。
　「ダブル発電」により、災害等による停電の際にも自立発電で電気を使用することができます。
　エネファームと太陽光発電の「ダブル発電」は、経済性や環境性能が優れていることに加え、災害時の有効性についても
高い評価を得ています。

エネファーム

太陽光発電パネル設置状況

太陽光発電パネル設置施工状況

エコなダブル発電
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　毎年、中央安全衛生委員会が主催者となって「安全衛生管理計画発表会」を
開催し、各本部と関係会社の安全衛生管理計画を発表しています。
　当日参加した安全担当者や現場所長、工場長、協力会社の代表者に対し、安
全対策や衛生管理に関する基本方針や目標、具体的な実施事項の説明を行い、
安全衛生管理計画の周知徹底と理解の促進を図っています。

安全衛生管理計画発表会

職場の実態に即した安全衛生活動の推進によって、
「安全は全てに優先する」を行動で示し、
「決めたことを守り・守らせ」、
「危ない作業は絶対にしない・させない」の
実践定着を図る。

基本方針

●予定外作業による労働災害の防止
　3Ｈ（初めて・久しぶり・変更）における災害の未然防止
●心身の健康管理の実践定着
●効果的な安全衛生教育の実施
●交通事故の防止

重点実施項目

●労働災害ゼロ　●交通事故ゼロ　●第三者・公衆災害ゼロ目     標

　環境開発・ＬＧ・プロダクトの各本部がその特性に応じた安全衛生対策を行っています。
　「安全はすべてに優先する」を基本理念に、社員や協力会社の皆様など、当社で働くすべての人々を財産と考え、安全で衛
生的な職場環境のもとで、健康的に働けるよう努めています。

奥村組土木興業の2025年安全衛生管理計画

　定期的な現場・工場の安全パトロールに加え、2024年10月1日から10月7
日までの全国労働衛生期間中には、本社ビルをはじめ、支店・寮などの各施設
の安全衛生パトロールを実施するなど、労働災害防止と安全衛生意識の高揚
に努めました。また、年間を通して、火災予防や緊急時の連絡体制等に着目し
て点検を行っています。

安全衛生パトロール

　環境開発・ＬＧ・プロダクトの各本部では、協力会社の一致団結と現場の安全
衛生活動の更なる向上を目的に、毎年、安全衛生大会を開催しています。2024
年の安全衛生大会では、安全表彰、安全衛生管理の取組みについての説明など
を行い、快適な職場環境の形成と無事故・無災害の達成を誓いました。

安全衛生大会を開催

ＬＧ本部安全衛生大会

安全衛生管理計画発表会

安全衛生パトロール

安全で衛生的な環境のもと、働きがいを感じながら仕事に取り組める職場づくりを行います。

ナイスライフワーク

安全・衛生
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メンタルヘルスケア対策セミナー

　外部講師による「メンタルヘルスケア対策セミナー」を毎
年開催しています。2024年度のセミナーは、「管理職・監督
職向けメンタルヘルス ラインケア研修」というテーマで、ス
トレスとメンタルヘルスについて基本的なことを知り、管理
職・監督職の4つの役割について知ることを目的に開催さ
れました。

メンタルヘルスケア対策セミナー
　本社役員および従業員が一同に集まる月初の朝礼時や、
各部署での朝礼時に安全唱和を行い、安全を誓っています。

朝礼時の安全唱和

安全運転講習会

新入社員交通安全講習会

安全唱和

安全体感教育

空調服を着用して作業している様子

　当社保有のガット船「にしじま」の船員の職場環境を考え、
船内の蛍光灯を光の色や明るさを調整しやすく、目に優し
いＬＥＤ照明へ切り替えました。これにより、メンテナンスコ
ストや消費電力の削減にもつながりました。
　また、「にしじま」に搭載されているインターネット通信環
境は3Ｇ対応機器であり、通信速度が遅く、接続が安定しな
かったため、4Ｇ対応機器へ切り替えました。切り替え後は
通信速度が向上し、メールの確認や、自社システムへのアク
セスを安定して行えるようになりました。

ガット船船員の職場環境の改善

　技術系中堅社員を対象に安全体感教育を実施していま
す。これは、教育設備・ＶＲ等を使って事故・災害を疑似体験
することで、危険に対する感受性を高めることを目的として
います。参加者は、「安全帯負荷体感」や「玉掛け危険体感」
などを通して職場に潜む危険性を実感し、適切に対応でき
る能力を養うことができます。

安全教育

　熱中症予防のため空調服を導入しています。空調服は、
内蔵したファンによって作業服内に空気を取り入れ、汗を気
化させて、その気化熱により体温を下げるもので、熱中症
予防に役立っています。

熱中症予防対策

　ドライブレコーダーを全車両に搭載し、急ブレーキ等の
危険運転が発生した場合はドライバーに指導を行い、安全
運転教育に役立てています。また、運転する前後には必ず
アルコール検知器よる酒気帯びの有無をチェックし、飲酒
運転根絶に取り組んでいます。
　年に2回、大阪府港警察署の方を講師としてお招きし、本
社にて安全運転講習会を開催しています。また、新入社員
に対しては、研修の一環として、安全運転の実技講習を実
施しています。
　社員一人ひとりが安全運転の重要性を認識することで、
交通事故の撲滅に取り組んでいます。

交通安全への取組み
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活力ある職場づくり

新入社員研修

　当社では、「社員の成長が企業を発展に導く」という考えのもと、社内研修・教育制度の充実や各種社外セミナーの活用、資
格取得報奨金制度の制定などにより、社員の能力・意識の向上に力を入れています。
　例えば、社内研修のメニューには、新入社員研修、OJT研修、階層別研修、職種別研修などがあり、充実した支援体制をとっ
ています。

研修・教育

　当社の技術系社員に対する研修・教育システムには、技術研修と資格
取得支援講習があります。
　技術研修では、社員等級に応じて、工種毎に実践的な知識やノウハウ
の習得を目指しています。
　資格取得支援講習では、全員合格を目標に、技術士、土木施工管理技士
をはじめとする各種資格取得のための支援や受験対策を行っています。

技術系社員に対する実践的な知識取得、
資格取得のための支援

　業務のレベルアップやキャリアアップを目的とした研修があり、建設業で働く事務職として必要な各資格取得のための
支援も行っています。

事務系社員に対するレベルアップやキャリアアップを目的とした教育体系の整備

階層別研修

LG本部 技術研修

LG本部 技術研修

環境開発本部 測量研修
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　ボトムアップの体制づくりのため、1993年2月に「I&I 社内提案制度」が発足しました。仕事の効率化や技術の向上、新
工法開発の端緒となるような工夫が数多く生まれており、日常の作業から創意工夫を行い、アイデアを生み出そうとす
る意識が根付くなど、社内の活性化につながっています。
※I&I…Imagination（創意）とInvention（工夫）の意味

許可申請状況データの見える化（許可管理台帳作成）
工事台帳により工程を管理していたが、道路占用許可や道路使用許可が下りるタイミングの予測が難しく、工
事開始日を調べるのに苦労していた。そこで、「許可管理台帳」を作成して、許可申請状況を確認できるように
し、また、そのデータをまとめ、各公営所の基準日内の許可の下りやすさを数値化した。これにより、許可申請
情報を調べる時間が大幅に短縮され、申請状況を正確に予測できるようになり、工程が組みやすくなった。

社内提案制度

優秀提案例
テーマ名：

接触事故防止二重対策で事故防止
1日当たり平均250台前後のダンプトラックによる建設発生土・コンクリートガラ等の受入があり、同時進行
でホイールローダーによる受入材のかきあげ集積作業および砕石プラントへの投入作業も行っており、接触
事故の防止が長年の課題であった。そこで、残土・コンクリートガラ集積場入口部にセンサーを設置し、搬入車
に反応して警報を発報し、周囲に知らせることにした。また、センサー感知と同時に、ホイールローダー運転者
に進入を知らせる装置を整備した。それより、ホイールローダー運転手や得意先搬入者に注意をうながすこと
ができるようになった。

テーマ名：

タイヤ洗い自動噴射装置の設置
工場から出ていく車両のタイヤの汚れを落とすため、工業
用水を噴射していたが、車両が通過しないときにも噴射し
続けていた。そこで、センサーと電磁弁を組み合わせ、車両
が通過するときのみ約25秒間噴射するような仕組みを構
築した。それにより、工業用水コストと、流末貯留槽の中和
に使用される希硫酸の使用料の削減になった。それに加え
て、流末貯留槽へ流れ込む泥も減るため、バキュームの回
数も減った。

テーマ名：

残土・コンクリートガラ集積場入口部に
設置したセンサー①②

タイヤ洗い自動噴射装置全景

ホイールローダー運転室に設置した
青色パトライト③

電磁弁電磁弁電磁弁

配線配線配線

センサーセンサーセンサー

①① ③③
②②

電磁弁電磁弁電磁弁
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　現場事務所と支店、工場と本社、支店間、事業所間のように離れた拠点間であっても、大型ディスプレイを通してまる
で同じ部屋にいるような感覚で業務遂行を可能にするテレプレゼンシステム「窓」を全社で導入しました。
　この「窓」は電話やWeb会議と異なり常時接続されているため日常的な会話が可能です。また、ほぼ等身大に表示さ
れる相手の目を見ながらの会話ができる、同時に話しても会話がぶつからない、身振り手振りが伝わる、などの特徴を
有します。
　環境開発本部では現場事務所の日常的な支援や支店間の事務業務連携に、LG本部では拠点間のコミュニケーション
促進に、プロダクト本部では関連会社と砕石工場の一体運営を目的に昨年９月より順次導入を開始し、北は札幌から南
は高知まで全国15拠点に導入を完了しました。「窓」導入により、拠点間の何気ない会話が増える一方で、電話やWeb
会議の利用、出張が減るなどの効果もあり好評を得ています。中には「窓」がない状態には戻れないと言う拠点もありま
す。
　今後もコミュニケーションの活性化とそれによる業務効率の向上のため、「窓」の運用サポートおよび導入拡大を図
る予定です。

離れた拠点間で円滑なコミュニケーションを実現…テレプレゼンシステム「窓」

本社にて

現場事務所にて
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休暇制度
　法定の福利厚生制度（産前産後休暇、育児休暇、介護休
暇、育児短時間勤務など）、慶弔関係の休暇制度に加え、
社員の生活様式の多様化に対応するため、年次有給休暇
を半日単位で取得できる制度を採用しています。

社員寮、借上社宅
　本社近くや兵庫県尼崎市、横浜市、広島市に社員寮を保有
しています。人事異動で転居が必要になった場合には、借上
社宅を用意する場合もあり、社員に負担がかからないよう整
備しています。2023年10月には横浜に2つ目の寮が竣工し
ました。

社内融資制度
　社員に対し、生計の安定や住宅取得、子供の教育などで
必要となる資金を融資するため、社内融資制度を設けてい
ます。

心身両面にわたる健康づくりは、社員にとっても会社に
とっても大切なテーマです。当社では、労働安全衛生法に
基づく定期健康診断に加え、腫瘍マーカー・婦人科検診・イ
ンフルエンザ予防接種・動脈硬化検査の費用を補助するこ
とで、社員の健康づくりを支援しています。
また、医療機関による「メンタルヘルスの相談窓口」を設け
ているほか、全国どこでも無料で健康相談やカウンセリング
を受けることができるＥＡＰサービスを導入しています。さら
に、全社員を対象としたストレスチェックも実施しています。

社員の健康管理

社員寮「横浜向新第二寮」
（横浜市都筑区）      

永年勤続表彰制度
　毎年、勤続10年の社員に対して表彰を行い、特別休暇
（3日間）の付与と旅行券を贈呈しています。また、勤続25
年の社員に対しては特別休暇（5日間）の付与と金一封の
贈呈を行っています。

社員持株会
　社員の財産形成を援助するため、給与の一部(会社から
の奨励金が加わります)を社員持株会に拠出することで、自
社株式を取得できる制度を設けています。

財形貯蓄奨励金制度
　社員の財産形成を援助するため、財形貯蓄をする社員に
対し、会社から奨励金を拠出しています。

海外視察研修
　7年目を迎える社員を対象に、グアムで海外視察研修を
行っています。現地の発電所を視察し、海外のエネルギー
事情への理解を深めるとともに、異国の文化や建造物に触
れる貴重な機会になっています。

永年勤続表彰 (10 年)

海外視察研修
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ナイスハートワーク
地域の皆様とともに歩むという想いのもと、様々な社会貢献活動を行っています。
また、女性社員や定年再雇用者など多様な人材が活躍できるようダイバーシティ経営を推進しています。

地域の皆様とともに

　毎年2回、本社で団体献血を実施しています。1976年8
月に奥村組土木興業献血会が発足してから延べ社員約
5,100名が参加しています。

団体献血を実施

　会社の周辺道路の清掃を行っています。大阪マラソン開
催前の1週間に、美しいまちづくりのため公共スペースを清
掃する「大阪マラソンクリーンＵＰ作戦」に参加して、本社
やナイスワークビル周辺で道路清掃を行いました。

道路清掃を実施

　地元の神社では毎年夏祭りを開催しており、子供たちが
ナイスワークビルまで来て、舞を披露してくれます。当社は
ナイスワークビルで休憩場所を提供しています。

三社神社夏祭りに協賛

津波避難協定

本社の「津波避難ビル」表示

　地元の学生を対象に、現場見学会や出前授業を行いました。
　当日は、施工現場の見学だけでなく、ドローンやレーザースキャナー等の実際の機器を用いて体験していただきました。

現場見学会、出前授業を開催

松山工業高等学校での出前授業

本社周辺での道路清掃の様子

ナイスワークビルにて 献血中の様子

松江工業高等専門学校の現場見学会
R5湖陵・多伎道路久村地区第 2舗装工事

岡山工業高等学校の現場見学会
徳島自動車道　脇工事

　本社ビルとナイスワークビルが大阪湾岸エリア（大阪市
港区）にあるため、地域と一体となって津波災害や水害に備
えていかなければなりません。
　そこで、地域全体の安全のため、2012年から当社は、大
阪市港区役所・地域の町会との間で、「緊急一時避難施設と
して使用するための協定
書」を交わしています。
　その目的は、津波災害
が発生したり、その恐れ
が生じたりしたときに、本
社ビルとナイスワークビ
ルを地域の人たちの一
時的な避難施設として活
用することによって、一
人でも多くの命を守るこ
とです。
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採用への取組み
  【社員の成長が企業を発展に導く】
　当社にとって社員はかけがえのない財産であり、社員一
人ひとりの成長こそが企業を発展、飛躍させる原動力であ
ると考えています。社員の採用にあたっては、面接時に本人
の個性を十分に引き出すことができるよう配慮するととも
に、法令を遵守した公正な選考を心がけています。
［新卒採用実績］
2023年度　新卒採用実績　技術職34名　事務・営業職 3名
2024年度　新卒採用実績　技術職51名　事務・営業職 3名
2025年度　新卒採用実績　技術職31名　事務・営業職 4名
2026年度　新卒採用予定　技術職57名　事務・営業職13名

インターンシップ
　次世代を担う若者に対する職業観の育成を主な目的と
して、毎年数名のインターンシップ生を受け入れていま
す。2週間程度のプログラムを通して、仕事内容を理解し、
職業観を身に付けることができます。また、建設業界の理
解を深めることを目的に、短期間のインターンシップや
現場見学会を実施し、多くの学生に参加していただいて
います。

女性技術者の活躍
　女性活躍推進法に基づき、女性技術者の採用を目的と
した行動計画を策定しています。
　当社でも女性の職域拡大を目指し、2019年から積極的
に女性技術者の採用に取り組み、2025年4月時点で18名
の女性技術者が活躍しています。当社は(一社) 土木技術者
女性の会のサポーター企業でもあり、女性技術者には入会
支援を行い、現在１２名が入会しています。
　また、女性の事務・営業系総合職の新卒・中途採用に加
え、一般職から総合職への登用も進めており、女性が活躍
できるフィールドが広がっています。
　女性が働きやすい職場環境をつくることは、性別を問わ
ず誰にとっても働きやすい職場環境の創出につながりま
す。今後も職場環境の整備を積極的に進めていきます。

高齢者の雇用確保
　60歳定年後も引き続き社員が活躍できるように再雇用
制度を運用しています。この制度では、社員が再雇用を望
む場合、定年後も継続して65歳まで働くことができます。
また、近年は70歳までの就業機会確保にも取り組んでい
ます。

外国人の雇用
　2025年４月時点で、9名の外国籍の正社員が技術者と
して活躍しています。人種・国籍に関係なく、均等な就業機
会を提供し、技術教育の促進にも取り組んでいます。
　日本文化へ適応できるようにサポートし、働きやすい職
場環境づくりを実現します。

障がい者の雇用
　2019年に障がい者雇用における新たな取り組みとして、
大阪泉佐野市に「泉佐野農園作業所」を開設しました。作
業所では４名の障がい者スタッフと１名の農園長が働いて
おり、主に胡蝶蘭の栽培に取り組んでいます。また、2023
年には「東大阪農園」を開設し、５名の障がい者スタッフと
２名の農園長が働いています。全天候に対応できる完全屋
内型の水耕栽培農園であり、収穫した野菜は社員の他一
般の方にも食べていただいております。

雇用・ダイバーシティ

女性技術者活躍の様子

泉佐野農園作業所の胡蝶蘭
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ガット船による骨材の海上輸送、都市間のアクセス向上につながる高速道路の施工等で
お客様の要望にお応えしています。
また、災害時には復旧作業に携わり、被災地が一日も早く日常を取り戻すよう努めています。

最新鋭の骨材運搬用ガット船　「にしじま」「とこわか」

前例のない高評価の現場　「新東名高速道路 常磐東工事」

　当社は、最新鋭の骨材運搬用ガット船を2隻保有しています。
　このガット船は、グループ会社の奥村組砕石生産㈱の西島砕石工場で生産した砕石・砕砂等の骨材を、主に大阪湾ベイエ
リアの荷揚場・工事現場・生コンクリート工場などに届けるための海上輸送を担っています。ガット船の最大積載量は1,700ｔ
で、10ｔダンプトラック約200台分の骨材を一度に輸送できるため、ダンプトラックによる陸上輸送と比べてＣＯ２排出量
を70％～80％程度削減する効果があり、環境にやさしい物流網の構築に貢献しています。　　
　また、両船では、従来比で約12％の燃料低減効果があるエンジンを採用し、船体の外装には、海洋汚染防止対策として加
水分解型防汚塗料を使用しています。

　当社は渋滞緩和や物流の効率化など、様々な効果が期待される高速道路の施工に日本各地で携わり、多くの高速道路の
開通に貢献しています。

　「新東名高速道路 常磐東工事」は、豊田東JCT～岡崎東IC間（岡崎市駒立町から大井野町までの2.2㎞）の山岳地帯に高速道
を新設するもので、切土、捨土・盛土に加え、砂防堰提・跨道橋下部・ボックスカルバートなどの工種がありました。工期は、2011
年9月から約３年４ヵ月でしたが、近隣工事の遅延の影響で盛土工事の一部が11ヵ月遅れで着手するなどの困難を克服して計
画の開通時期に間に合わせたことや、40万時間を超えて無事
故・無災害を継続したことなどから、発注者であるNEXCO中日
本の成績評定では、前例のない高い評価をいただきました。
※NEXCO中日本の成績評定とは
　NEXCO共通の基準に基づく、請負工事の評価制度。請負工
事を発注者の立場から、「施工体制」、「施工管理」、「安全対
策」、「品質」、「創意工夫」、「地域への貢献等」の項目別に評価す
る竣工評定と３回にわたる中間検査評定の平均値をもとに工
事成績評定点を算出する。

ガット船「にしじま」　 ガット船「とこわか」

首都圏中央連絡自動車道  （海老名ＩＣ～相模原相川ＩＣ）開通式 新名神高速道路  （高槻ＪＣＴ～川西ＩＣ）開通式

環境にやさしい海上物流

高速道路開通に貢献
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災害復旧支援活動
災害発生時には事業を通じて蓄積した経験やネットワークを活かし，積極的に復旧支援活動を行っています。

　2011年に発生した東日本大震災においては、（一社）日本ガス協会からの要請を受けた大阪ガス㈱より、当社のガス工事部
門に復旧応援隊の出動依頼がありました。2011年3月23日から5月5日までの間、協力会社を含む115名が、仙台市ガス局、石
巻ガス㈱・塩釜ガス㈱の供給エリアの都市ガス復旧支援活動にあたりました。
　また、2016年に発生した熊本地震においても、当社のガス工事部門に対し同様の出動依頼がありました。2016年4月18日
から5月1日までの間、協力会社を含む76名が、西部ガス㈱の供給エリアの都市ガス復旧支援活動にあたりました。
　余震が続く厳しい環境の下で、地元の方々からの早期ガス復旧の願いを感じながら、外管・内管の修繕工事・開栓作業に従事
し、無事故で任務を完遂することができました。

震災時のガス復旧工事

東日本大震災 ガス復旧工事 熊本地震 ガス復旧工事

豪雨災害時等の復旧支援活動
　企業の社会的責任として、多くの発注者と災害協定を結ぶとともに、災害発生時には、積極的に復旧支援活動を行って
います。
　令和元年9月の土砂災害や、令和4年12月と令和5年5月の高速道路のり面崩落現場では、高速道路の早期復旧に協力
し、西日本高速道路㈱から感謝状や表彰状をいただきました。

令和元年9月土砂災害
写真は西日本高速道路㈱様より提供

令和4年12月
高速道路のり面崩落事象応急復旧工事

令和元年9月土砂災害
早期復旧に対する感謝状

令和4年12月高速道路のり面崩落事象
早期復旧に対する感謝状

令和5年5月豪雨災害
写真は西日本高速道路㈱様より提供

令和5年5月高速道路のり面崩落事象
早期復旧に対する表彰状
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豪雨災害時の被災地支援活動
　2021年8月の豪雨災害時には広島県山県郡に、また、2022年8月の豪雨災害時には石川県小松市に、支援物資として軍
手・一輪車・マスク・スコップ・ブルーシート等を提供しました。

「令和６年能登半島地震」への支援
　2024年1月に発生した「令和６年能登半島地震」による被災者の救済や被災地の復興に役立てていただくため、
以下の自治体に総額500万円の支援を行いました。

＜義援金＞
石川県８市町（志賀町、珠洲市、輪島市、七尾市、穴水町、能登町、中能登町、羽咋市）
富山県

被災地の一刻も早い復旧・復興を心からお祈り申し上げます。

　2023年7月には、大雨の影響で給水が濁り、飲み水として
使えなくなったため、熊本県御船町に給水車から町民に配る
際に使用するウォータータンクを寄贈しました。
　また、2024年2月には、地方創生応援税制（企業版ふるさ
と納税）を活用した寄付も行い、感謝状を授与されました。

小松市長から感謝状

感謝状

支援物資提供の様子



ナイスネットワーク
施工現場でのICT活用や岩盤切削機の共同開発、ポリプロピレン繊維補強コンクリートの舗装へ
の適用等、新しい技術を積極的に活用し、より効果的で環境に優しい未来を築きあげることを目指
しています。

生産性向上への取組み
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　建設業の生産性を大幅に向上させ、「高水準の給料」「充実した休暇」「希望の叶う職場」という「新3K」を実現することを目
指して「i-Construction」が推進されています。その中心には、ICT（情報通信技術）の積極的な活用があり、当社でも多くの
建設現場にICTを導入し、効率的な運用を行っています。さらに、急速に変化する社会経済状況に対応するため、建設分野の
DX（デジタルトランスフォーメーション）を推進しています。

UAVを用いた3次元測量 3次元モデルを用いた干渉確認

レーザートラッカーによる3次元測量 施工ステップモデルによる施工状況の確認

　建設分野では、設計図面をコンピュータ上で3次元モデルとして作成し、これを設計から施工、維持管理に至るまでのサイ
クル全体で活用することにより、業務効率の向上を図る取り組みが進んでいます。
　当社でも、UAV（ドローン）やレーザースキャナ、さらに最新鋭のレーザートラッカーを用いた3次元測量を実施し、設計図
の3次元化、3次元データを搭載したICT建設機械による施工、3次元出来形管理まで、i-Constructionで求められるすべて
の項目に対して自立した活動を行っています。

i-Constructionへの対応「建設工事における3次元モデルの有効活用」
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　制約条件が多く、施工の難しい工事については、施工計画の立案や機械・資材配置等のシミュレーションにVR/AR技術を
活用し、施工現場の可視化やシミュレーションを行っています。これにより、対外説明や安全教育などに3次元モデルを有効
活用しています。

イメージ共有の円滑化

足場上作業におけるVRを用いた安全教育

ARを用いたボックスカルバートの配筋確認
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岩盤切削機（サーフィスマイナー）220SM

　道路改良・造成・鉱山採掘工事等において低振動・低騒音の岩盤切削機「サーフィスマイナー」を使用し、近隣住民の負担
軽減に取り組んできました。
　最近では、燃料に空気の超微細気泡(ナノバブル)を混入させる装置を設置し、燃焼効率を上げることで、燃料消費量CO２
排出量を削減する試みにも挑戦しています。
　さらに、2021年末には新たに2500SM(従来機)を軽量・小型化した220SMを導入しました。新型機は環境負荷が小さく
なったことに加え、今まで以上に狭隘な現場にも適用が可能であり、運搬も容易であることから、これまで以上に稼働の機
会が増えるものと期待しています。また、建設DXや建設ICTへの対応として、3次元マシンコントロール技術(3D-MC)を導入
し、切削作業の効率化や高精度化にも取り組んでいます。
　今後も環境負荷の低減、作業効率の向上のために挑戦を続ける所存です。見学希望の方は、ぜひ一度ご連絡ください。

周辺住民に優しい工事現場へ　｢岩盤切削機（サーフィスマイナー）｣

岩盤切削機（サーフィスマイナー）220SM 岩盤切削機（サーフィスマイナー）220SM 3D-MC（ICT施工）

岩盤切削機（サーフィスマイナー）2500SM 岩盤切削機（サーフィスマイナー）2500SM

技術開発
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　国土交通省近畿地方整備局が主宰している新都市社会融合創造研究会のテーマとして採用された、近畿大学の東山浩士
教授がプロジェクトリーダーを務める「ハイブリッド型繊維補強コンクリート舗装に関する研究プロジェクト」に、2021年7月
から2024年3月まで幹事会社として参加しました。プロジェクト終了後も、コンクリート舗装の更なる長寿命化と環境負荷低
減を目指し、「ポリプロピレン繊維補強コンクリートの舗装への適用に関する研究」を東山教授と共同で行っています。
　共同研究の結果、コンクリートにポリプロピレン繊維を混入することで、普通コンクリート舗装に比べ耐久性能が向上し、舗
装の疲労寿命（耐久性）が延びることが確認されました。また、実験結果を基に疲労寿命を考慮して試算したCO2排出量は、
普通コンクリート舗装に対し約70％削減できることがわかりました。

ポリプロピレン繊維補強コンクリートの舗装への適用に関する研究

ポリプロピレン繊維　 試験体の破断面

曲げ疲労試験状況 試験施工状況（近畿技術事務所内）
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コーポレートガバナンス
　コーポレートガバナンスは、持続的成
長のための基盤となる「健全性」、「効率
性」、「透明性」を確保し、企業が社会的責
任を果たすための仕組みです。当社は厳
格な経営監視体制のもとにコーポレート
ガバナンスを強化し、経営上の重要事項
や課題に対して迅速かつ的確に意思決
定を行って、公明・公正な事業活動を推
進しています。

28

コンプライアンス（法令・企業倫理遵守）へ向けて
奥村グループ基本理念
奥村グループの全役員および従業員は、業務遂行にあ

たり法令および社内規程・企業倫理を遵守するとともに、
社会秩序に沿った公正・誠実な行動をとる。

　既往の行為、現在進行中の行為について、この基準に違
反の懸念があるときは、上長または監査室に報告・相談す
る。

一般行動基準
1.企業の社会的責任を自覚し、高い倫理観をもって行動する。
2.人権を尊重し、差別・ハラスメントを行わない。
3.反社会的勢力との関係を一切もたない。
4.会社利益・評価に反する行為を行わない。

営業活動基準
1.独占禁止法ならびにその他の法令を遵守し、公正かつ自由な競争
原理に基づいた営業活動を行う。

2.社会的良識に反することなく、また第三者から疑念を抱かれる
ような行動をしない。

2024年度実施のコンプライアンスセミナー

当社はコンプライアンスの推進のため「コンプライアンス
規程」を制定し、「コンプライアンス委員会」でコンプライアン
ス全体を統括しています。
　また、「内部通報制度」を設け、当社の役員および従業員
によって法令違反や企業倫理に反する不正行為等が行わ
れた、または行われようとしていることに気がついた者は、
窓口である監査室に直ちに通報しなければなりません。

取締役・使用人の職務遂行が法令および定款に
適合することを確保するための体制

奥村グループにおける業務の適正を
確保するための体制

反社会的勢力排除に向けた
基本的な考え方およびその整備状況

株　主　総　会

選任 選任 選任報告 報告

報告

報告報告

報告

内部
監査

監査 監査

報告

報告提言

報告
付議

指示
監督

指導支援

指示

監督 報告

各種委員会

業務執行

代表取締役　取締役
執行役員監　

査　

室

監　

査　

役

取締役会 会
計
監
査
人

本部　関連会社

　奥村グループは、「業務運営の基本方針」に記載した
｢経営理念｣を共有しています。また、｢内部通報制度」も奥
村グループ全体で運用しています。

　当社は、社会秩序や企業活動を阻害するおそれのある団
体・個人による不当な要求に対し、毅然とした態度を貫き排
除します。また、必要に応じて外部機関とも協力し、一切の
関係を持ちません。
　対応統括部署を設置し、コンプライアンス委員会および
顧問弁護士、所轄警察署等の外部専門機関と連携して対応
する体制を整えています。

　毎年コンプライアンスセミナーを開催して法令遵守の大切
さを学び、企業倫理感を養うように努めています。
　2024年度は7月17日に「税務コンプライアンスについて」
のテーマで、税務調査と査察調査の違いや、査察調査の具体
的な流れ、脱税の類型等について具体的に知ることができま
した。
　11月21日には「匿
名・流動型犯罪グルー
プについて」のテーマ
で、3月12日には「独占
禁止法について」と「近
時の公正取引委員会に
よる執行状況につい
て」のテーマでセミ
ナーを開催しました。
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リスク管理

　当社はリスク管理全体を統括する組織として、代表取締
役副社長を議長とする「本部長会」を設置し、危機管理にあ
たります。また各本部においては、リスクを洗い出し、リス
ク軽減に取り組みます。
　安全リスクについては、「中央安全衛生委員会」がこれを

専管します。また、その下部組織の「安全衛生委員会」は、
各本部の特性を反映した安全・衛生管理を行います。
　財務面については、各本部による自律的な管理を基本と
しつつ、財務部門が全社管理を行います。

損失の危険管理に関する規定とその体制

基本方針 重要業務 3項目

内部統制システム

　当社は定例の「取締役会」を毎月１回開催し、重要事項
の決定、取締役の業務執行状況の監督等を行っていま
す。「取締役会」の機能をより強化し、経営効率を向上さ
せるため、上記「取締役会」には全取締役・執行役員が出
席し、業務執行に関する基本事項および重要事項に係る
意思決定を機動的に行っています。
　「執行役員制度」を導入することで経営方針などの重
要事項の意思決定と業務執行機能を分離し、変化の激し
い経営環境にも機敏な対応ができるようにしています。

取締役の職務執行が効率的に行われることを
確保するための体制

　必要に応じて監査役の業務を補助するためのスタッフを置くこととし、その人事については取締役と監査役が意見
交換を行って決定します。

監査役の職務を補助すべき使用人

　取締役は、会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事
実を発見したときは、法令に従い直ちに監査役に報告し
ます。
　監査役は「取締役会」その他の必要な会議に出席する
とともに、主要な稟議書その他業務執行に関する重要な
文書を閲覧し、必要に応じて取締役または使用人にその
説明を求めます。また、監査役は監査法人と情報を交換
して連携を図ります。

監査役への報告体制および
その他監査役の監査が実効的に行われることを
確保するための体制

情報セキュリティ

　当社は法令や社内規程に基づいて、情報を文書に記録し保存しています。また、情報の管理を徹底するため、「情報処
理管理規程」、「個人情報保護規程」、「特定個人情報取扱規程」等を制定し、運用しています。

取締役の職務執行に係る情報の保存および管理に関する体制

　地震等の大規模災害が発生した場合、役員および従業員とその家族が被害を被り、事業活動に多大な影響を及ぼすこと
が予想されます。当社では、役員および従業員とその家族の安全確保を最優先として、応急業務（安全確保、障害物排除、
インフラ復旧、顧客支援など）を実施するための事業継続計画（ＢＣＰ）を策定しています。

1. 役員および従業員とその家族の安全確保と迅速な安否確認
2. 施工中の現場や事業拠点の保全および二次災害の防止
3. 社会機能の復旧、顧客企業の支援、地域への貢献

防災対策と事業継続計画（ＢＣＰ）

1.インフラ復旧工事への協力要請に対する迅速な対応
2.発災時における施工中の現場の安全確保
3.自社施工物件の被害状況確認と施主への復旧支援

環境開発本部では、次の認定を受けています。
・環境開発本部　『災害時建設業事業継続力』 国土交通省近畿地方整備局から、「災害時建設業事業継続力認定制度審査要領」に適合しているとして

・東京支店　　　『災害時の基礎的事業継続力』　国土交通省関東地方整備局から、「建設会社における災害時の基礎的事業継続力評価要領」に適合しているとして

総合建設会社として社会的責任を果たすための重要業務
として 3項目を決定しました。
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会 社 概 要
商　　号　奥村組土木興業株式会社
創　　業　1920年1月
設　　立　1959年5月
代 表 者　取締役社長　奥村安正
資 本 金　10億円
売 上 高　539億円（2024年度）
従業員数　888人（2025年3月末現在）

営業許可
●特定建設業許可　大臣許可（特－6）第3671号
●宅地建物取引業免許　国土交通大臣（9）第3861号
●一級建築士事務所登録　大阪府知事登録（ヌ）第7408号

ISO9001品質マネジメントシステム認証取得
環境開発本部／本社、東京支店、京都支店、
　　　　　　　神戸支店、広島支店、名古屋支店
プロダクト本部／建材部

ISO14001環境マネジメントシステム認証取得
環境開発本部／本社、東京支店、京都支店、
　　　　　　　神戸支店、広島支店、名古屋支店
ＬＧ本部／本社、設備部、導管部、舗装部
プロダクト本部／リサイクル課

主な営業種目
土　　木　港湾整備、河川護岸、ダム、土地造成、橋梁、トンネル、鉄道、道路改良、道路舗装、道路耐震補強、のり面補強、
　　　　　上下水道、岩盤切削、電気管路 
建　　築　マンション新築、ビル新築、店舗・工場・倉庫新築、リフォーム
設　　備　ガス内管、ガス住宅設備機器、ガス空調設備、総合設備 
導　　管　ガス本支供管、ガス供給維持・保全
舗　　装　道路舗装本復旧
建設資材　砕石販売、アスファルト合材製造・販売、建設廃材の受入、再生骨材製造・販売、建設発生土の受入、　　　　　
　　　　改良土製造・販売、コンクリート二次製品販売
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